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一自転車利用者の歩車道選択行動一
清田 勝|イ左翼大学理工学部建設工学科助教授
1.まえがき
本研究は，低平地都市の交通システムの
を担う自転車の利用特性，すなわち自
転車利用者の歩車道選択行動に焦点を絞っ
て論じるものである.
1978年道路交通法が改まされ，自転車の
歩道通行が認められるようになった.同時
に法律は自転車に対して，歩行者の妨げに
なるときの徐行あるいは停止の義務や横断
歩道での下車を義務づけたが，現在そのル
ールはほとんど守られていない.その結果，
歩行者の多い歩行者自転車道(以降歩道と
呼ぶことにする)では，歩行者，自転車利
用者双方に，安全性や快適性の砲で種々の
問題が発生している.一方，歩行者の少な
い歩道では，幅員が広げられ，インターロ
ッキング等でカラー舗装されているにもか
かわらず，自転車利用者が歩道よりむしろ
車道の路屑そ選択して走行しているケ…ス
が多く見られ，せっかく整備された歩道が
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有効に活用されていない.自転車利用者が
歩道を選択するか，車道を選択するかの決
定は，歩道の段悲や表面の凹凸の状態，歩
道l隔員，歩道上の障害物等の歩道条件と自
動車交通量や路屑幅員等の車道条件，およ
び自転車利用者の属性等に依存すると考え
られる.
そこで，本研究では，障害物や歩道幅員
の影響をできるだけ除去するために，歩道
の比較的広い道路を対象にして，自転
車利用者の歩車道選択行動を観測する.つ
ぎに，これらの観測結果に基づいて，段差
や表商の凹出の状態を表す歩道条件と自動
車交通量や路間i幅員等の車道条件，および
自転車利用者の属性を要因とする
択行動モデルを作成する.さらに，このモ
デルを用いて，段差の強さや表面の凹凸の
状態を改善した場合の効果を定量的に評価
する.
2.自転車科用者の歩車道選択行動
自転車利用者の通行路選択行動に影響を
える要因としては，歩道の構造を表す条
件や車道の道路・交通条件や自転車利用者
の属性が考えられる.そこで，本研究では，
歩道条件として段差の数，強さおよび表面
の凹凸の状態を，車道条件としては自動車
路蔚蝦員および路肩表面の田凸の
状態を，属性としては性別や年齢を検討す
る.
これらの要因と自転車利用者の歩車道選
択行動を次の条件と方法で観測した.
1)観測条件
①歩行者の少ない道路を選ぶ.歩行者が多
いと，自転車利用者は車道を選択する儲
向が強くなる.
②歩道に自転車等の障害物のない道路を選
ぶ.歩行者の場合と同様に，障害物のた
めに車道を選択する傾向が強くなる.
袋一 1 翻蕊対象道路の道路・交通条件
③歩道の!闘員が比較的広い道路 (2.5m以
上)を選ぶ.
④路上駐車や停車のない道路を選ぶ.路上
駐車や停車している車があると，歩道を
選択する傾向が強くなる.
⑤通勤時間躍を避ける(午前9時以降)，通
勤時間帯においては，自転車利用者は指
定された到義時刻に遅刻しないように，
を選ぶ領向が強い.
2 )観灘方法
自動車交通量と個人属性，および自転車
利用者が歩道と車道のどちらを選択するか
を観測できるように，ビデオカメラを用い
た調査を行った.ピデオカメラの設置に関
しては，自転車利用者の選択行動に影響を
及ぼさないように，電柱や木のi詮などの目
立たない場所に設置した.自転車利用者の
属性の観棋は，外見的に高齢者であるか否
かを判定するに留めることにする.
路 条 件 主客 i護 条 {牛
道路
番号 表閉鎖i装 歩道幅員 100m当たり 段差の 表面の 交通設 路潟!頼主主 表面の
4オ 業l (cm) の段主去の数 強さ 状態 "e1/h (cm) 状態
1 アスフアルト 390 1.3 O O 308 45 O 
2 コンクリート 335 8“9 O x 336 75 × 
3 強形石版 440 l.3 O O 479 110 O 
4 アスブアルト 265 0.8 × × 257 100 O 
5 樹脂モルタル 255 l.1 × O 614 140 O 
6 アスブア/レト 255 0.3 O × 513 55 × 
7 コンクリ ト 330 3.3 O × 95 75 × 
8 レンガタイル 315 3.9 × ム 321 90 O 
9 アスブアルト 335 8.5 O ム 227 110 × 
10 インター口、yキング、 300 2.9 × ム 73 50 O 
11 アスブア/レト 350 0.0 O O 567 70 × 
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表-2 歩道選択率
歩 道 選 t尺
道-路~I 性別 年 鈴
全体
男性 女性 非高齢者 高齢者
1 76.7 79.3 77.1 100.0 78.0 
2 40.0 67.6 55.1 60.0 55.9 
3 69.5 69.7 68.5 75.0 69.6 
4 36.0 45.5 44.1 30.0 42.0 
5 58.1 82.5 63.6 92.9 67.6 
6 75.7 77“8 72.1 90.5 76.8 
7 11.1 55.6 28.6 53.8 40.7 
8 26.2 32.9 29.5 36.8 30.6 
9 53.3 45.5 50.9 25.0 46.3 
10 22.0 26.1 17.7 40.0 24.1 
11 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
3 )調査結果
観測は1994年10月の晴れた日を対象に，
約2待問(午前9時から午後4時までの間)
佐賀市内の11カ所の道路で行った.これら
の11カ所の道路の概要と歩道選択率をそれ
ぞれ表 1および表 2に示す.また，代
表的な4カ所の道路を写真-1に示す.
歩車道選択率は， 100%から24.1%まで変
化しており，歩道や車道の条件によって大
きな差違があることがわかる.歩道条件に
目すると，道路1，道路3，道路5のよ
うに段差の数が少なく，路面の状態が良い
歩道ほど歩道選択率が高いことがわかる.
道路10は，段差が強いうえ数も多く，表面
がインタ…ロッキングで舗装されているた
め凸凹しており，これらの要因が歩道選択
率を低下させたと考えられる.つぎに，
道条件についてみると，道路6や道路11の
ように路骨髄員が狭心自動車交通量が多
い道路で歩道選択率が高くなっている.こ
れらの道路の歩道の表面は凸凹しており，
決して走りやすい状態ではない.にもかか
わらず，歩道選択率が高いのは自転車利用
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(1) 道路1
(2) 道路5
(3) 道路6
写爽-1 調査対象道路
(4) 道路10
者が自動車の脅威を感じて，歩道への回避
行動をとっているためだと考えられる.
年齢別にみると，高齢者ほど歩道を選択
する比率が高くなっている.ただし，道路
4と道路9においては，逆に高齢者の歩道
選択率が低くなっている.これは，道路9
には強い段差が多数あり，大きな衝撃力が
かかるためだと思われる.サンプル数が少
ないので断言することはできないが，高齢
者は表面の小さな凸凹よりも衝撃力の強い
段差を嫌う傾向が強いと言えよう.道路4
では衝撃力があまりかからないように段差
に工夫が施されているが，上下動が大きく
なるので高齢者に好まれなかったと思われ
る.性別に関しては，女性の方が男性より
歩道を選択する比率が高くなっている.
3 .歩車道選択行動モデル
自転車利用者は，歩道を走行した場合の
快適度(安全性なども含めた総合的な評価
指標)と車道を走行した場合の快適度を主
観的に算定し，快適度の高い方の通路を選
択すると仮定することができる.この種の
弁別モデルは，交通行動分析に使われる非
集計ロジットモデルを用いて表現すること
カまでトきる.
歩道を走行した場合の快適度V1を，
Vl=~αぬ (i口 1， 2 ，3 ，4 ， 5)
とする.ここに， ιはデータから推定すべ
き定数で，ぬは段差の数であり，X2， X3は
表面の凹凸の状態を表すダミー変数で，Xz 
1， X3=0 (良好)， XZ口 0，X3=0 (普
通)， Xzニ 0，x3=1 (不良)である.ぬは年
齢を表す夕、ミー変数で，X4=0 (高齢者)， 
x4=1 (非高齢者)である. Xsは性別を表す
ダミー変数で，Xs=O (女性)， xs=l (男性)
である.
同様に，車道を走行した場合の快適度目
は，次式のように表される.
bo 十 ~biYi (i=1，2，3) 
ここに，bo， b!， bz， b3は推定すべき定数，
Yl， YZはそれぞれ5分間自動車交通量，路
表-3 非築計ロジットモデルの適用結果
説 明 方ク肘之一 数 モ ア /レ
段差の数 …0.01154208 
(a ，) (-2.7403) 
表面状態ダミー 1 1.709847 
( a 2) (6.0667) 
表前状態ダミー 2 0.1706474 
(a J (0.6862) 
自転車利用者の年齢 -0.5025417 
(a 4) ( -2.2199) 
自転車利用者の性別 -0.4771071 
(a 5) ( -2.8512) 
定数項 0.1178708 
(b 0) (0.3497) 
5分間交通説 0.02036506 
(b ，) (-2.0099) 
路間l隠員 0.009003269 
(b 2) (2.3553) 
路扇の表問ダミー 1.197071 
(b 3) ( -3.4477) 
サンプル数 882 
選択肢数 2 
尤度比 0.20 
的中率 72.4 
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であり，Y3は路肩の表面の状態を表
すダミー変数で，見出o(良好)， Y3=1 (不
良)とする.
このとき，自転車利用者が歩道を選択す
る確率九は，次のように与えられる.
ロ… ex汐(Vl) 
円五五マ百了τ玩ρ(九)
表-3は，得られたデータを非集計ロジ
ットモデルに当てはめて得た定数 αi，biと
変数Xi，Yiの変動による t値を示してい
る.的中率は72%，自由度調整を行った尤
度比0.20で再現性は良好と言えよう.
4.改善案の検討
今回は，歩道選択率が極端に低い道路10
を対象にして，本モデル式を用いて改善案
の検討を行う.改善案としては，次の3つ
を考えることにする.
(1)歩道の表面を滑らかにする.
(2)段差が生じないようにフラットタイプに
改善する.
(3)歩道の表面を滑らかにし，段差が生じな
いようにフラットタイプに改善する.
現状およびこれらの改善案を実施した場
合の歩道選択率を表 4に示す.段差を無
くして表面を滑らかにすると，歩道選択率
の高い高齢者の女性の場合は，約85%が歩
道を選択することになる.歩道選択率のfl:&
い非高齢者の男性でも，約68%の人が歩道
を選択するようになることがわかる.自転
車の歩道通行を認めるべきかどうか異論の
表-4 改革審擦の評価(道路10)
t生 現状 改善案1改議案2 3 
男性・非高齢者 21.2 27.4 59.9 67.6 
男性・高齢者 30.8 38.4 71.1 77.5 
女性・1ド高齢者 30.3 37.8 70.6 77.1 
女性・ 41.8 50.1 79.9 84.7 
t&議案1 段差を無くす
改養家2 茨閣を滑らかにする
改主喜楽3:段涯を1!~ くし，表簡を滑らかにする
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あるところではあるが，もし歩行者の少な
い所で自転車の通行を積駆的に認めるので
あれば，段差をできるだけ無くし，表面の
舗装を車道と同じレベルまで引き上げるこ
とが必要である.
5 .結論
本研究は，歩行者の少ない比較的幅員の
広い歩道を対象にして，自転車利用者の歩
車道選択行動のモデル化を試みた.さらに，
本モデ、ノレを用いて，歩道選択率の増加とい
う面から改善案の評価を行った.本研究で
得られた結論を要約すると以下のようにな
る.
(1) 自転車利用者の歩車道選択符動は，非
集計ロジットモデルを用いてモデル化す
ることができる.
(2) 本モデル式を用いると，段差や表面の
状態を改善した場合の効果を歩道選択率
の増加をいう形で定設的に評価すること
ができる.
(3) 高齢者の方が，非高齢者よりも歩道選
択率が高い.
(4) 女性の方が，男性よりも歩道選択率が
しユ
謝辞:本研究に際し，本学卒業生の内
田和男・高橋直人の両氏には調査・解析に
おいて多大の協力を得た.ここに記して感
謝の意を表します.
参考文献
1)清田勝・角知慾・大校良直・回中孝典:住区
内細街路において自動車とすれ違う自転車利
用者の危険閤避行動発生予測モデル，土木学
会論文集， No.518， N -28， 1995 
2)悶並木:都市と交通，岩波新設， 1981 
3)自転車道路協会:自転車安全平日用モデル市に
おりる乗用環境診断調査研究， 1989 
4 )交通ヱ学研究会:やさしい非集計分析， 1993 
関著者鰭躍
j青田 勝
昭和55年九州大学博士課税
平成元年佐賀大学理工学部助教授
イ邑平地研究 No.4 MARCH 1995---75 
